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研究成果の概要（和文）：介護専門用語の習得は国家試験の内容理解の基礎をなすが、その学習の大半は施設で
の就労開始後に行われ、適切な学習計画を立てて進めることが難しい。本研究では効果的な学習支援を目的とし
て介護用語学習支援ウェブサイト「かいごのご！」において下記の①～④の機能の開発を行った。① 国家試験
に頻出する介護用語とその語の訳語、② 解答結果に応じて出題内容が変わる理解度確認Webテスト、③ 解答記
録をグラフ化することによる学習状況の保存と可視化、④ 候補者が指定した人たち（支援者や他の候補者等）
との学習状況の共有

研究成果の概要（英文）：Learning the terminology for care workers is essential to understand the 
content of the national care worker exam, but most of the learning is done after the start of 
working at a facility. Therefore, it is difficult to formulate and proceed with an appropriate 
learning plan.  In this study, to provide effective learning support for EPA care worker candidates,
 we have developed the following functions on "Kaigonogo!", a website intended for supporting 
terminology learning for care workers. 1)Terms that are frequently encountered in the national care 
worker exam and their translations, 2)Online comprehension test in which the questions vary 
depending on the test answers/results, 3)Storage and visualization of learning status  by graphing 
answering records, 4)Sharing learning status with people selected by the candidates (supporters  or 
other candidates) 

研究分野： 日本語教育
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  １版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究で構築した介護用語学習支援ウェブサイト「かいごのご！」とその枠組みは、EPA介護福祉士候補者の介
護用語学習を学習管理を含めた形で支援するものである。費用面や人材面から支援者による直接的なサポートが
得にくい施設はもちろん、支援者によるサポートがある施設であっても、候補者に合わせた支援を行うための基
礎資料として本サイトのデータが利用できるため、本サイトは有力な支援のツールとなりうる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
EPA（経済連携協定）に基づく、インドネシア、フィリピン、ベトナム出身の介護福祉士候補
者（以下、候補者）は、介護福祉士国家試験（以下、国家試験）に合格することを求められて
いるが、2014 年時点でその合格率は 40％弱であり、全体の合格率の 60％強と比して、20％以
上も低い。国家試験の合格には、介護分野の専門知識が不可欠であり、介護専門用語（以下、
介護用語）の習得が成否を分けると考えられる。国家試験で用いられる漢字のほぼ 8 割が、旧
日本語能力試験の 2 級以上（級外、1 級、2 級）の漢字であり、候補者には高度な漢字知識が
求められる（中川 2010）。また国家試験では、全体の約 3 分の 2 の問題でカタカナ語が用いら
れており、それには英語以外の語源のもの、和語や漢語由来のもの、和製英語等が多く含まれ
る。このことも、国家試験の内容理解の難しさに影響を与えている（中川・齊藤 2014）。 
加えて、介護用語学習の大部分は、候補者が日本語研修を終え高齢者福祉施設等（以下、施設）
に配置された後、自律学習の形で行われる。候補者は受験資格を得るまで 3 年を超える自律学
習を余儀なくされ、その間の学習へのモチベーション維持が課題のひとつとなっているが（布
尾 2013）、そのための環境は必ずしも整っているわけではない。介護用語習得を含めた国家試
験に向けた学習上の問題点として、以下の 4 つの点が挙げられる。 
 
1. 組織的な日本語・専門学習は来日前の半年、来日後の半年の計 1 年間のみであること 
2. 施設配置後の候補者に対する学習支援の質は、受け入れ施設ごとに差が大きいこと 
3. 候補者に対して学習支援を行う支援者（施設研修担当者や日本語ボランティア等）には、候
補者育成の経験やノウハウが十分蓄積してないこと 
4. 国家試験受験向けの介護用語学習に適した日本語教材が少ないこと 
  
このような学習環境を考えると、国家試験受験に向けた介護用語の知識の習得を、候補者の力
だけで進めることは非常に困難である。 
 
２．研究の目的 
本研究は、EPA（経済連携協定）介護福祉士候補者に対する学習支援の質を高めることを目的
に、学習 Web サイトを開発し、その効果を検証するものである。本サイトは、語彙教材・確認
テスト・学習管理の大きく 3 つの要素で構成され、学習支援環境を構築する柱となる。 
介護専門用語の習得は国家試験の内容理解の基礎をなすが、その学習の大半は施設での就労開
始後に行われ、適切な学習計画を立てて進めることが難しいのが現状である。本サイトによっ
て、候補者は介護用語を学び、その理解度を測るとともに、自身の学習状況を施設の支援者や
他の候補者とも共有することができるため、必要な支援を受けやすくなることが期待される。 
 
３．研究の方法 
我々の研究グループでは「１．研究開始当初の背景」の特に 4.の問題を解決するため、これま
で教材の開発・提供を行い、漢字学習 Web サイト「介護の漢字サポーター」は、候補者の日本
語能力や学習環境に応じて、柔軟に国家試験に出現する漢字語彙を学べる教材となっている。
しかし、たとえ教材が充実していても、学習管理が適切に行えなければ、効率的かつ継続的な
学習は難しい。施設によっては、候補者に対する専任教師の雇用や、日本語教師の定期的な訪
問、あるいは通信教育による支援を行うところもあるが、コスト等の問題も大きく、全ての施
設にそれを求めるのは現実的でない。3.のように学習の専門家がいない環境では、学習管理は
候補者自身の自律学習スキルに依存することになってしまい、全体として安定的な学習成果は
望めない。 
そこで本研究では、よりよい支援環境の構築のため、学習管理の一部を Web サイトに担わせる。
これにより、学習の専門家のチェックやアドバイスが十分に受けられない環境であっても、候
補者が自身の学習状況を管理でき、状況に応じて最適な学習計画を立てられるようになる。 
本研究で開発予定のサイトは主に以下の内容を提供する。 
①  国家試験に頻出する介護用語とその語の訳語 
②  解答結果に応じて出題内容が変わる理解度確認 Web テスト 
③ 解答記録をグラフ化することによる学習状況の保存と可視化 
④ 候補者が指定した人たち（支援者や他の候補者等）との学習状況の共有を可能にする 
 
４．研究成果 
1）「かいごのご！」の学習者機能の開発および試験運用開始：上記の「３．研究の方法」で述
べた①～④の機能の開発を完了し、「かいごのご！」の試験運用を開始した。希望者はだれでも
専用サイトにてアカウントを開設し、一定期間実際の「かいごのご！」を試せるようにした。 
2)介護用語学習支援サイト「かいごのご！」のデモ発表：日本語教育学会春季大会、同支部集
会「交流ひろば」、看護と介護の日本語教育研究会「教材広場」、日本語教育振興協会日本語学
校研究大会において「かいごのご！」のデモ発表を行い、日本語教育関係者、介護福祉関係者
と意見交換を行った。 
3）EPA 介護福祉士候補者とのネットワーキング：首都大学オープンユニバーシティ介護の専門
日本語講座を受講している EPA 介護福祉士候補者を対象に「かいごのご！」の説明会を行った。



候補者には実際に「かいごのご！」を使用してもらい、フィードバックを得た。 
4)学習支援者とのネットワーキング：首都大学オープンユニバーシティ介護の専門日本語講座
説明会および、ふじのくに EPA ネットワーキング定例会議において、EPA 介護福祉士候補者を
受け入れている施設担当者を対象に「かいごのご！」の説明会を行った。 
 
５．主な発表論文等 
〔雑誌論文〕（計 9 件） 
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⑦「外国人介護福祉士候補者にはどのような学習支援が必要か？―学習支援ウェブサイト「介
護の漢字サポーター」「介護のことばサーチ」開発の試み―」 
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